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平成20年度第２回北海道カブスリーグU-15中体連加盟チーム参入決定戦は10月27日，28
日に栗山ふじスポーツ公園で第１節，第２節が行われました。旭川地区から参加している
啓北中は，第１戦で札幌真栄中を２対１，第２戦で札幌あいの里東中を７対１で撃破し２
連勝。この結果，第３節で真栄中とあいの里東中の結果がどうなっても，勝ち点で追いつ
かれないためカブスリーグへの参入が決まりました。

第１戦 10月27日（土） 栗山ふじ
旭川啓北中２－１（１－１）札幌真栄中
得点者 山内（５分），笠原（40分）（啓）
警 告 藤村（啓）
啓 北ＧＫ永井 ＤＦ酒井，高橋竣，茂木，干場 ＭＦ藤村，山内，保田，池田
ＦＷ藤原，笠原 交替/ＦＰ西根

開始早々から啓北は勢いにのって攻勢に出る。ＭＦ山内を起点にＤＦ酒井，ＭＦ池田が
両サイドでしかけてリズムをつかむ。その攻撃が５分に早くも実る。中盤でカウンターか
ら山内が左サイドのスペースにフィード。ＦＷ藤原が相手ＤＦと競り合いながら最後はボ
ールを奪って，サポートした山内に戻すと，山内は左足で20ｍのミドルシュートをゴール
右隅にたたき込み先制した。しかし，その後は真栄が
⑦，⑨，⑪のスピードを生かしてリズムをつかむ。啓
北はＦＷにボールが収まらなくなり，ラインも上げら
れず前線と中盤にスペースが空いてしまい，厚みのあ
る攻撃ができない。カウンターや酒井，藤村の右サイ
ドから崩しにかかるが，真栄⑩を中心とした守りにあ
い，シュートにはなかなかいたらない。しかし，啓北
守備陣も高橋竣，茂木のＣＢがふんばり決定的なチャ
ンスをつくらせず，一進一退の攻防となる。21分啓北
は思わぬ失点をする。ＧＫとＤＦラインの間にボール
を落とされると，ＧＫが出足よくボールに向かったも
ののボールは芝生を滑り相手に奪われる。センタリングされたところを合わされて同点と
される。しかし，決定的な場面は両チームとも少なく，相手の突破をねらってきた右サイ
ドもＤＦ干場と池田で粘り強くおさえこむ。
後半に入り，徐々に啓北の中盤が機能し始める。保田，山内がボールを拾う場面も多く
なり，ＤＦもよくサポートしポゼッションできるようになる。藤村，酒井の右サイドもボ
ールをよく収め，サイドをえぐり出す。38分には酒井と藤村のパス交換から最後は山内が
フィニッシュまでもっていくが，わずかに外れる。40分啓北は左ＣＫを得ると，池田が判
断よくショートコーナーとし，酒井にパス。酒井のクロスに笠原がファーサイドで飛び込
んで鮮やかなヘッドで合わせ２対１とする。完全に中盤を支配した啓北はその後も，左に
位置を変えた笠原や，右の藤村，酒井から何度もサイド攻撃をしかける。保田，山内の配
球も，両サイドによく散らせる。50分には藤村のセンタリングから決定的なチャンスを得
るが，中で合わせられず。56分には山内がミドルシュートを放つなど，数多くのシュート
を放ったが追加点はあげられず。それでも，茂木，高橋竣のＣＢが相手ＦＷにシュートま
では打たせず，２対１で第１戦を飾った。

第２戦 10月28日（日） 栗山ふじ
旭川啓北中 札幌あいの里東中７－１（２－０）
得点者 藤原(16分，29分，47分），笠原（31分，55分），山内（35分），高橋竣（56分）
啓 北ＧＫ永井 ＤＦ酒井，高橋竣，茂木，干場 ＭＦ藤村，山内，保田，池田
ＦＷ藤原，笠原 交替/ＦＰ西根，斉藤，新井

あいの里東との第２戦は序盤から互いに攻め合う試合となった。啓北は１分ＤＦ酒井の
右スペースへのフィードに，走り込んだＦＷ笠原が切り返してファーストシュートを放つ。

 

一方のあいの里東３分啓北ＤＦのパスを奪ってシュートに持ち込む。啓北は山内，保田が
中盤でボールを支配し，干場と池田のコンビネーションもよく，池田のスピードを生かし
て何度も相手の左サイドをえぐって攻撃をしかける。５分には左サイド深くえぐった池田
の折り返しを笠原がボレーでねらうが惜しくもふかす。８分には保田，山内のパス交換か
ら山内がフィニッシュする。11分にも池田の突破から山内がシュートを放つ。あいの里東
は速い攻守の切り替えから，スピードにのった攻撃を見せる。中盤でボールを失うと，一
気にゴール前まで攻め込まれ油断できない展開となる。とくに前線の⑪，⑮はクレバーな
プレーで，啓北ＤＦのマークをはずすとともに，ギャップを作り出し，何度も⑪がシュー
トチャンスを得る。また中盤では⑩，⑨が速い切り替えから，空いたスペースに左サイド
の⑤，右サイドの⑧を次々と走らせ啓北ＤＦを混乱させる。啓北も12分には左サイド深く
進出した山内がドリブルで割って入りシュートを放つが惜しくもポストをたたく。12分啓
北は幸運なかたちで先制点を奪う。相手ＤＦのバックパスを奪ったＦＷ藤原がゴールへ突
進。落ち着いて左隅にシュートを決める。さらに18分に
は山内のパスから藤村がセンタリング，藤原がシュート
を放つが惜しくもゴールならず。しかし，あいの里東も
すぐさま反撃。23分には⑮がシュート。続く攻撃では⑪
が左サイドを突破し啓北ゴールに迫るが，ＤＦ高橋竣が
落ち着いたプレーで体を寄せ，シュートチャンスを防
ぐ。29分啓北は山内と藤原のパス交換から藤原が抜け出
しゴール中央に２点目となるシュートを決める。この１
点で勢いに乗った啓北はロスタイムに池田が左サイドを
突破し，ポストをたたくシュートをはなつ。
前半終了間際，いい形で追加点を奪った啓北は後半の
開始早々，大きな１点をあげる。山内のＤゾーンからの
スルーパスに抜け出た笠原が右足インサイドで流し込ん
で３対０とする。この１点であいの里東の出鼻をくじく
とともに，啓北はますます勢いに乗る。34分には池田の
パスから山内がワンタッチで相手ＤＦのウラに抜け出し４点目をあげる。43分，ＤＦの連
携ミスから相手ＦＷに１点を奪われるが，47分ＤＦ茂木が攻撃参加から右サイドの笠原に
スルーパス。笠原が突破し折り返したボールに藤原が合わせてハットトリックを完成する。
攻撃の手をゆるめない啓北は55分左サイドに移った笠原を起点に藤原がゴール前でからみ，
逆サイドに流れたボールをＭＦ斉藤が折り返す。最後は笠原がＧＫとの１対１を冷静にけ
り込み６点目。56分にはオーバーラップしたＤＦ高橋竣が山内とのワンツーリターンから
抜け出し，ゴールにけり込み７点目をあげた。あいの里東の攻守の切り替えに序盤苦しん
だ啓北だが，いい時間帯に得点をあげることができたため，思わぬ大差の勝利を収めるこ
とができた。

カブスリーグ参入を決めた旭川市立啓北中学校
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平成20年度第２回北海道第１回ブロックカブスリーグU-14は10月27日に予選リーグが終
了。旭川地区から参加しているコンサドーレ旭川は，最終節でベアフット北海道に快勝し，
３勝１分の１位で決勝リーグ進出を決めました。

第１戦 ８月２５日（土） SSAP人工芝
コンサドーレ旭川７－１（２－１）FCノルテ
得点者 河原，田中，玉田，阿羅，山下，小手川②
序盤パスが繋がらず、相手の出足に負ける場面が続く。そして、開始３分ディフェンス
ラインの裏を取られGKと１対１となり先制点を奪われる。更に相手のペースが続き押し込
まれる場面が増える。しかし24分コンサは、裏に出たロビングボールの処理を相手DFが誤
った間に，FW２人が落ち着いてパス交換後,最後は河原がゴールへ流し込み同点とする。て
落ち着きを取り戻したコンサは。３分後にはゴール前で粘って田中が押し込み逆転する。
後半は相手の運動量もおち，一方的な展開となる。サイドからの攻撃や相手の裏を取る
場面が次から次へと生まれ、玉田，阿羅，山下，小手川が次々とゴールをあげ，終わって
みれば７対１で快勝した。

第２戦 10月21日（土） 池田町
コンサドーレ旭川 プログレッソ十勝３－０（３－０）

得点者 伊藤，玉田，中澤
立ちあがりの動きが良くなかったコンサは，パスがつながらず，相手に簡単にボールを
奪われピンチを招く。しかし，11左ＣＫをＭＦ中澤が入れると，ＧＫの頭上を通過し，ゴ
ールライン際にこぼれたところを，逆サイドから走りこんでいたＤＦ伊藤が頭で押し込み
先制。これで気分的に楽になったコンサは，12分右サイドを突破したＤＦ吉本からのセン
タリングをゴール前に入ってきたＭＦ玉田が鮮やかに突き刺し２対０とする。さらに，18
分には玉田の左サイドからのクロスに，中澤が頭で決めてだめ押しの３点目をあげた。後
半は相手に攻められる場面も何度かあったものの無失点に抑え，２勝目をあげた。

第３戦 10月22日（日） 池田町
コンサドーレ旭川 レアリッザーレ４－４（３－１）

得点者 中澤，武井②，小手川
立ちあがりにリズムを作れないコンサは，４分ＤＦ陣が集中を欠きＧＫ前でフリーのシ
ュートを許して先制点を奪われる。前からプレスをかけてくる相手に対し慌てたプレーに
なったが，９分ＭＦ中澤がゴール正面２５ｍのＦＫをゴール右上角に鮮やかに決め同点に
追いつく。12分には相手ＤＦラインの裏でボールを受けたＦＷ武井がＧＫとの１対１の場
面を冷静に蹴りこみ逆転に成功。さらに16分は左サイドをＭＦ河原がゴールラインまでえ
ぐり速いセンタリング。小手川が何とかこのボールに追いつき追加点をあげ，前半を３対
１で終える。
後半は立ちあがりに攻めこまれ，31分，ポストに跳ね返ったボールを蹴り込まれ１点差
に詰め寄られる。勢いを取り戻した相手に対し，攻めが単調となる。そして47分には，右
サイドから崩されあっけなく同点に追いつかれる。危機感がつのったコンサは全員が運動
量が上がり，積極的に得点をねらいにいく。これが功を奏し，57分ゴール前の混戦からＭ
Ｆ澤田がシュート。ＧＫ弾いたところをき，走りこんだ武井が押しこみまたしても勝ち越
し点を奪う。しかし，終了寸前右サイドからクロスを上げられ，風に押し戻されたボール
の処理を誤る間に，相手ＦＷに同点弾を決められて，点の取り合いはドローに終わる。

第４戦 10月27日（土） 栗山ふじ
コンサドーレ旭川 ベアフット北海道５－０（３－０）

得点者 小手川②，阿羅，吉本③
立ち上がり，ボールを支配するもののパスをつなぐ意識が高いあまり、突破を図るパス

 

がなく、シュートチャンスまで進まない。しかし，８分ＭＦ阿羅が右サイドを突破し速い
センタリングを出すと、相手ＤＦが処理しきれず、ＦＷ小手川の前にボールがこぼれ、右
足で正確にゴールへ蹴り込み先制点を奪う。だがリズムに乗り切れないコンサはＤＦ陣に
落ち着きが無く、いい攻撃の形を作れない。17分に左サイドの河原が、思い切りの良いサ
イドチェンジで逆サイドへロングパスを出すと、全くフリーの阿羅がスピードに乗ったド
リブルでＤＦをかわし、そのままＧＫの出鼻にクリーンシュート。左ポストの内側に当た
ってゴールインし，追加点を奪う。21分、システムを変更すると攻撃に厚みが生まれ，次
第にチャンスが増える。27分、右から左へサイドチェンジされたボールを受けたＭＦ澤田
がライナーのセンタリング。小手川が左足インサイドボレーでファインゴール。３対０と
突き放す。良い形で終えた前半，守備陣も安定しだしベアフットのシュートを１本に抑え
る。
後半は数々のシュートチャンスを作るが、最後のフィニッシュに精度を欠き得点が生ま
れない。それでも54分、左サイドの河原が打ったシュートがポストに当たり、跳ね返りを
途中からＦＷに入った吉本が押し込み４点目を奪うと，59分にも吉本は左サイドからドリ
ブルシュートを決めて５対０とし，Ｄブロック１位で決勝リーグ進出を決めた。

決勝リーグ組合せ・日程
グループＡ ＬＩＶ．ＦＣ あつまスポーツクラブ アンフィニＭＡＫＩ．ＦＣ

コンサドーレ旭川ユースU-15
グループＢ ＤＯＨＴＯジュニアユース ユニオンジュニアユース

帯広ＦＣ プログレッソ十勝
＊上位４チームが平成２０年度第２回北海道カブスリーグへ参入

決勝リーグ第１戦 10月28日（日） 栗山ふじ
コンサドーレ旭川７－１（１－１）あつまスポーツクラブ（詳細は後日）
決勝リーグ第２戦 11月10日（土） SSAP人工芝
12:20 コンサドーレ旭川vsＬＩＶ．ＦＣ
決勝リーグ第３戦 11月11日（日） SSAP人工芝
13:30 コンサドーレ旭川vsアンフィニＭＡＫＩ．ＦＣ

Ａ DOHTOJr ＬＩＶ．ＦＣ DENOVA 石狩ＦＣ あいの里 Ｊｕｂｅｌｇｏｌ 勝点 得点 失点 得失差

ＤＯＨＴＯ Ｊｒユース ●0-1 ○7-0 ○3-0 ○2-1 ○8-0 12 20 2 18

ＬＩＶ．ＦＣ ○1-0 △2-2 △1-1 ○5-1 ○1-0 11 10 4 6

ＦＣ．ＤＥＮＯＶＡ ●0-7 △2-2 ○2-0 ○3-0 ○4-0 10 11 9 2

石狩ＦＣ ●0-3 △1-1 ●0-2 ○4-1 ○3-0 7 8 7 1

あいの里東中 ●1-2 ●1-5 ●0-3 ●1-4 △1-1 1 4 15 -11

ＦＣ Ｊｕｂｅｌｇｏｌ ●0-8 ●0-1 ●0-4 ●0-3 △1-1 1 1 17 -16

Ｂ ユニオン ＡＳＣ クラブＦ ＬＡＶＯＲＯ フロンティ ＳＣ札幌 勝点 得点 失点 得失差

ユニオンジュニアユース ○3-2 ○1-0 ○2-0 ○1-0 ○3-0 15 10 2 8

あつまスポーツクラブ ●2-3 ○5-0 ○2-1 ○4-2 ○6-3 12 19 9 10

クラブフィールズ ●0-1 ●0-5 ○1-0 ○1-0 ○2-1 9 4 7 -3

ＳＳ ＬＡＶＯＲＯ ●0-2 ●1-2 ●0-1 △1-1 ○2-1 4 4 7 -3

フロンティアトルナーレ ●0-1 ●2-4 ●0-1 △1-1 △2-2 2 5 9 -4

ＳＣ札幌 ●0-3 ●3-6 ●1-2 ●1-2 △2-2 1 7 15 -8

Ｃ アンフィ 帯広ＦＣ シュペル サンク 札幌ウェ サッポロ 勝点 得点 失点 得失差

アンフィニＭＡＫＩ．ＦＣ ○5-0 ○5-0 ○4-0 ○5-0 ○7-0 15 26 0 26

帯広ＦＣ ●0-5 ○4-3 ●0-1 ○3-1 ○4-1 9 11 11 0

Ｒ．シュペルプ ●0-5 ●3-4 ○2-1 ○2-1 ○4-0 9 11 11 0

サンくＦＣくりやま ●0-4 ○1-0 ●1-2 ○2-1 ○1-0 9 5 7 -2

札幌ウエスト ●0-5 ●1-3 ●1-2 ●1-2 ○2-0 3 5 12 -7

サッポロボーイズ ●0-7 ●1-4 ●0-4 ●0-1 ●0-2 0 1 18 -17

Ｄ コンサ旭川 ﾌﾟﾛｸﾞﾚｯｿ レアリッ ＮＯＲＴＥ ベアフッ 勝点 得点 失点 得失差

コンサドーレ旭川ユース ○3-0 △4-4 ○7-1 ○5-0 10 19 5 14

プログレッソ十勝ＦＣ ●0-3 ●2-3 ○2-0 ○7-1 6 11 7 4

レアリッザーレＦＣ △4-4 ○3-2 △2-2 △1-1 6 10 8 2

ＦＣ．ＮＯＲＴＥ ●1-7 ●0-2 △2-2 ○4-0 4 7 11 -4

ベアフット北海道 ●0-5 ●1-7 △1-1 ●0-4 1 2 17 -15
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第23回全道中学(U-14)サッカー大会は11月３日，4日の二日間，札幌サッカーアミューズ
メントパーク，コンサドーレユース雁来練習場で行われました。会長杯秋季リーグに優勝
して参加している啓北中は，準決勝で釧路景雲中と対戦。前半２点を先行される苦しい立
ち上がりでしたが，後半笠原と酒井の得点で同点に追いつきました。試合は延長も終えて
決着がつかずＰＫ戦に持ち込まれましたがＧＫ永井の活躍で勝利し，決勝に進出しました。
決勝では室蘭蘭東中と対戦。18分に先制された後，後半13分に相手オウンゴールでいった
ん同点に追いつきましたが，終了３分前決勝点をあげ，惜しくも涙を飲みました。しかし，
清水・御影中､釧路景雲中といった全道強豪チームを破っての決勝進出で､健闘が光りまし
た，

決 勝 11月４日 ＳＳＡＰ人工芝
旭川啓北中１－２（０－１）室蘭蘭東中
得点者 O・G（38分）〔啓〕⑨（18分），⑦（47分）〔蘭〕
啓 北ＧＫ永井 ＤＦ酒井，茂木，高橋竣，干場 ＭＦ藤村，山内，保田，池田
ＦＷ藤原，笠原 交替/ＦＰ斉藤，西根

準決勝で延長，ＰＫ戦まで戦った疲れが心配さ
れた決勝だが，序盤は啓北のペースでゲームは進
む。山内，保田が中盤を支配，右サイドから藤
村，酒井がスペースに飛び出し，左サイドからは
干場のサポートから，池田が虎視眈々と突破をね
らう。１分には藤原とのワンツーから酒井がオー
プニングシュートを放つ。２分には藤村が右サイ
ドをドリブルで二人を突破しセンタリングを送
る。８分，啓北は酒井のパスから笠原が抜け出し
シュート。ゴールが決まったかと思われたが，Ｇ
Ｋがさわってボールの勢いが弱まり，ＤＦのゴー
ルカバーにあってクリアされる。啓北のリズムで
試合を進めている間に，ＤＦ陣が安易にボールロ
ストする場面が多くなり，カウンターからピンチ
を招く回数が増える。不用意なドリブルやパスに
より，試合のリズムを蘭東に奪われる。18分中盤で奪われたボールを左サイドから攻撃さ
れ，蘭東ＦＷ⑨のドリブル突破から先制点を奪われる。啓北も高橋竣のサイドチェンジか
ら攻撃に出るものの，ボールロストが祟ってか切り替えが遅く，両サイドのスペースを活
用できない。
後半もＤＦラインのコミュニケーション不足からばたばたとＤＦ陣が慌てピンチを招く。
しかし，そのピンチをＧＫ永井がファインセーブで何度も救い，追加点を許さない。残り
12分となり啓北は酒井，笠原を両サイドに換え，サイド攻撃から活路を見いだそうとする。
38分右サイド浅い位置で啓北はＦＫを得る。このＦＫを酒井がゴール前に送ると，相手Ｄ
Ｆがクリアしきれず，オウンゴールを誘いついに同点に追いつく。この１点で勢いにのっ
た啓北はたたみかけるように攻勢にでる。１分後には酒井が右サイドをドリブル突破しセ
ンタリング。藤原がジャストタイミングで頭で合わせるが，相手ＤＦが体でブロック。そ
のこぼれ球を山内がねらうがわずかにゴール右へ外れる。この時間帯に両サイドからかさ
にかかって攻める啓北だが，得点をあげられず。逆に47分相手のカウンターにはまり，⑦
にサイドを破られ２点目をあげられる。残り時間が少なくなり啓北は茂木を中盤にあげ対
応。その茂木が体を張ったプレーで中盤でボールを奪取し攻撃に出るが，蘭東の守備を崩
せずタイムアップ。惜しくも２対１で破れ，準優勝で大会を終えることになった。

 

準決勝 11月４日 コンサ札幌ユース練習場

旭川啓北中 釧路景雲中２－２（０－２，２－０，延長０－０）<PK4-3>
得点者 笠原（30分），酒井（35分）〔啓〕⑪（５分），⑧（６分）〔景〕
啓 北ＧＫ永井 ＤＦ酒井，茂木，高橋竣，干場 ＭＦ藤村，山内，保田，池田
ＦＷ藤原，笠原
序盤から景雲の攻守の切り替えの速いサッカーに後手後手とまわることの多い啓北は苦
戦を強いられる。前線の⑨，⑪がクレバーな動きで啓北ＤＦのギャップに進出。中盤も⑥,
⑩にボールを奪われ，啓北の攻撃陣と守備陣が分断される。苦し紛れに前方にフィードし
たボールも長身の⑤,②にはじき返され，攻め手が生まれてこない。５分景雲は，中盤から
のスルーパスに⑪がＤＦのギャップに入り込みスピードに乗ったドリブルからシュートを
決め先制する。さらに６分には失点の動揺から落ち着きを取り戻せない啓北ＤＦの隙をつ
き，右サイドから⑧がスピードにのったドリブルで破りあっさり２点目を奪う。それ以降
も景雲の速いつぶしにあい，完全にゲームを支配され防戦一方となる。何とかＧＫ永井の
守備により，しのいだ啓北だが攻撃に関してはほとんど決定機をつくれない状況。９分に
藤村のセンタリングに池田がからんで山内がうったシュートと,22分左サイドでうけた笠原
が切り返しておくったセンタリングに藤原がボレーでねらったシュートがあるだけで得点
の可能性を感じられない。
後半も景雲にボールをポゼッションされ，ロングフィードからＦＷ笠原，藤原のウラの
飛び出しに終始する。それでも28分には酒井がドリブルでの突破や29分には高橋竣のフィ
ードなどから徐々にチャンスの芽が広がり出
す。そして30分，ＤＦ干場のフィードから藤
原が前線でがんばり,パスを受けた笠原がド
リブルで抜け出て左隅に１点を返す。そして
35分池田の突破から藤原がファウルを受け
る。その約35ｍのＦＫを酒井が蹴ると風にも
のってＧＫの頭上を越え同点に追いつく。こ
のゴールで試合の流れは啓北に傾く。⑨,⑪
のカウンターには苦しめられながらも，茂
木，高橋竣が対応。山内，保田のボール奪取
率も高まり，再三景雲ゴールを脅かすように
なる。46分には酒井のクロスから池田がシュ
ートを放つが，惜しくも枠の左へ外れる。さ
らに49分には山内が左サイドをドリブル突
破，センタリングを送るが藤原にわずかに合わない。試合は延長戦へと突入する。
20分間の延長でも啓北がペースを握る。55分酒井の右ＣＫから笠原がきれいなヘッドで
合わせるがボールは惜しくもゴールポストをかすめる。また山内，保田の中盤から笠原が
スルーパスを受け抜け出し，ゴールに迫る回数も増える。延長では４本のシュートを放ち
ながら得点をあげられず，勝負はＰＫ戦へと持ち込まれる。このＰＫ戦では１年生ＧＫ永
井が景雲のキックを２本ストップする大活躍。最後は主将山内が冷静に決めて，決勝へと
駒を進めた。

旭川地区としては久々の全道新人戦決勝進出を果たした旭川市立啓北中学校
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第23回全道中学(U-14)サッカー大会は11月３日，4日の二日間，札幌サッカーアミューズ
メントパーク，コンサドーレユース雁来練習場で行われました。会長杯秋季リーグに優勝
して参加している啓北中は，１回戦帯広地区代表の強豪清水・御影中と対戦。清水・御影
中のナショナルトレセン選手のスピードに苦しみながらも，笠原の２得点などで３対２で
振り切り準々決勝進出を果たしました。準々決勝では，後半攻撃陣が爆発。山内の２得点
などで北空知ＦＣを４対０で破り，ベスト４に進みました。

１回戦 11月３日 コンサドーレ札幌ユース雁来練習場
旭川啓北中３－２（２－０）清水・御影中
得点者 笠原（１分，43分），藤原（14分）〔啓〕⑤（32分），⑩（40分）（清）
啓 北ＧＫ永井 ＤＦ酒井，茂木，高橋竣，干場 ＭＦ藤村，山内，保田，池田
ＦＷ藤原，笠原

帯広地区を圧倒的な強さで勝ち抜いた清水・御影中はナショナルトレセンの選手も擁し，
啓北は苦戦が予想された。しかし，立ち上がり硬さの見られる清水・御影のＤＦ陣に啓北
は前線からプレッシャーをしかける。１分にはペ
ナルティエリア内でボールを奪ったＦＷ藤原から
のパスを受けたＦＷ笠原がゴール右上に蹴りこん
で幸先の良い１点を奪う。この１点でリズムをつ
かんだ啓北だが，清水・御影⑩に個人技でかき回
される。３分にはハーフウェー付近でボールをも
った⑩がスピードにのって，あっという間に啓北
ＤＦ陣３人を突破してゴールに迫る。このプレー
でより一層警戒を強めた啓北だが，中盤から前の
選手がボールの出所をよく抑える。また，ＣＢ茂
木，高橋竣も何とかスピードに乗らせない対応を
する。５分啓北は後方からのフィードを藤原がヘ
ッドで流すと，相手のＤＦラインのウラに飛び出
した笠原がゴールに向かってフリーでドリブル。
相手ＤＦがたまらず後ろからひっかけＦＫを得
る。しかし，酒井のＦＫはＧＫに阻まれる。何とか追加点をとりたい啓北は14分，右サイ
ド奥でボールを拾ったＭＦ藤村がセンタリング。ニアサイドに走り込んだ藤原が右足で合
わせ貴重な追加点を奪う。完全にボールを支配した啓北は，御影・清水⑩のスピードに苦
しみながらも，前線からのボール奪取で，20分山内，21分池田のセンタリングから藤村が
チャンスをつかむ。しかし，前半は追加点をあげられず２対０で終了する。
後半開始直後，啓北は絶好の好機を得る。26分山内が藤原とのワンツーから抜け出しＧ
Ｋと１対１になるが，わずかにシュートは左へ外れる。何とか茂木，高橋竣のＤＦで清水
・御影⑩を抑えていた啓北だが，32分カウンターからＣＫを奪われる。そしてマークがル
ーズになった隙をつかれ，ＣＫから清水・御影⑤に合わされ１点を返される。この１点で
すっかり受け身にまわった啓北は⑩を警戒する余り，ラインがずるずると下がり清水・御
影に攻勢を許す。清水・御影⑩にマークを集中すると⑨がフリーで前線をかき回し，守備
陣が混乱させられる。そして40分カウンターから⑩に一気にスピードに乗られＧＫとの１
対１を決められ同点とされる。しかし，ここから踏ん張った啓北は43分酒井からのロング
パスを受けた笠原が相手ＤＦと飛び出してきたＧＫをかわし，約25mの距離から無人のゴー
ルにシュートをたたき込み決勝点をあげた。清水・御影の⑩に苦しめられながらも，粘り
強く戦った啓北が難敵を撃破した。

 

準々決勝 11月３日 コンサドーレ札幌ユース雁来練習場
旭川啓北中４－０（０－０）北空知ＦＣ
得点者 山内（30分，38分），池田（35分），西根（42分）〔啓〕
啓 北ＧＫ永井 ＤＦ酒井，茂木，高橋竣，干場 ＭＦ藤村，山内，保田，池田
ＦＷ藤原，笠原 交替/ＧＫ重綱 ＦＰ西根，斉藤，高橋拓，新井

準々決勝は中標津中を破った北空知ＦＣとの対戦となった。前半動きの鈍い啓北は，ボ
ールを支配しながらも突破のパスが生まれない。保田が中盤の底でボールを拾うものの，
左サイドの池田，右サイドの藤村の攻撃も
単発に終わり，厚みが生まれない。２トッ
プにもボールが収まらず，シュート数はわ
ずか２。逆にカウンターから北空知⑩，⑦
にサイドを崩され危ない場面が目立つ。何
とか茂木，高橋竣のＣＢで持ちこたえるも
のの，ラインも上がりきれずにリズムをつ
かめない。サイドに当てるパスも供給され
ず，縦への単純なフィードが多くなり，０
対０で前半を折り返す。
後半，啓北は山内，保田の中盤が機能し
始める。左サイドの池田に効果的なボール
が出始め，左ＤＦ干場のサポートもよく，
サイドを数的優位で崩し出す。右サイドの藤村，酒井も高い位置でプレーできるようにな
り，ＦＷ藤原，笠原にもボールが収まり攻撃に厚みを増す。30分啓北はハーフウェー付近
での茂木のＦＫから山内が抜け出し，ＧＫの頭上を越えるループシュートで待望の先制点
をあげる。この１点で落ち着いた啓北は，かさにかかって攻め出す。35分には酒井が右サ
イドから中へドリブルし，左足でセンタリング。逆サイドのウラから飛び出したＭＦ池田
がワントラップし落ち着いてゴールに蹴りこみ２点目をあげる。38分には笠原が右サイド
をドリブルで崩しゴールラインまでドリブル。折り返したボールを山内がシュートし，試
合を決定づける３点目を奪う。攻撃の手を緩めない啓北は42分，池田の左からのアーリー
クロスに飛び出したＦＷ西根がＧＫをかわして駄目押しの４点目をあげる。後半の猛攻に
よって４点を奪った啓北が準決勝へと進出を決めた。
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平成19年度第１回北海道ブロックカブスリーグU-14は11月10日，11日の二日間，札幌サ
ッカーアミューズメントパークで決勝リーグが行われました。11月10日のLIV.FC.戦に吉本
らの得点で４対０で快勝し，コンサドーレ旭川ユースは早々とカブスリーグに参入を決め
ました。翌11日には２勝同士のアンフィニＭＡＫＩと対戦。石井，山下，阿羅の得点によ
り，３対１の勝利を収め，全勝でブロック決勝リーグを終えました。

北海道Ｕ－１４ブロックカブスリーグ
決勝リーグ第２戦 会場：札幌サッカーアミューズメントパーク
コンサ旭川４－０（３－０）ＬＩＶ ＦＣ
得点者：吉本、河原、武井、阿羅

１１月１１日（日）会場：札幌サッカーアミューズメントパーク １３：３０キックオフ

コンサ旭川３－１（１－０）アンフィニ MAKI. FC

得点者：石井、山下、阿羅

コンサドーレ旭川ユースU-15，アンフィニMAKI.FC，DOHTOジュニアユース，ユニオンジュ
ニアユースの４チームが平成20年度カブスリーグ(U-15)に昇格。

第３戦 11月10日 ＳＳＡＰ人工芝
旭川啓北中２－０（１－０）札幌札苗北中
得点者 藤原（20分），茂木（38分）（啓）
啓 北ＧＫ永井 ＤＦ斉藤，酒井，高橋竣，干場 ＭＦ保田，山内，茂木，笠原
ＦＷ藤原，西根 交替/ＧＫ重綱 ＦＰ藤村，池田，高橋拓，新井，若田

 

Ａ コンサ旭川 アンフィニ LIV.FC あつま 勝点 得点 失点 得失差

コンサドーレ旭川 ○3-1 ○4-0 ○7-２ 9 14 3 11

アンフィニＭＡＫＩ．ＦＣ ●1-3 ○4-0 ○6-1 6 11 4 7

LIV.FC ●0-4 ●0-4 ○3-2 3 3 10 -7

あつまスポーツクラブ ●2-7 ●1-6 ●2-3 0 5 16 -11

Ｂ DOHTOJr ユニオン ﾌﾟﾛｸﾞﾚｯｿ 帯広ＦＣ 勝点 得点 失点 得失差

ＤＯＨＴＯ Ｊｒユース ○2-0 ○3-0 ○2-1 9 7 1 6

ユニオンジュニアユース ●0-2 △1-1 ○2-1 4 3 4 -1

プログレッソ十勝ＦＣ ●0-3 △1-1 ○3-2 4 4 6 -2

帯広ＦＣ ●1-2 ●1-2 ●2-3 0 4 7 -3

カブス参入をすでに決めているため，ポジション，先発選手を若干入れ替えて臨んだ啓
北だが，序盤からＭＦ山内を中心に中盤を支配する。高橋竣，酒井のＣＢもボールを両サ
イドに散らし，高いボール支配率をもとにゲームを組み立てる。特に左サイドのＤＦ干場
と笠原，ＦＷ西根のコンビネーションがよく，干場のパスから笠原が突破，あるいは西根
にくさびのボールを入れ，チャンスをねらう。しかし，ボールはポゼッションするものの，
なかなかシュートまで至らなかった啓北だが，10分干場のパスを受けた笠原がドリブル突
破からセンタリング，最後は山内がシュートを放つ。このシュートで突破への意識も芽生
えた啓北は12分干場のスルーパスから笠原が再び抜け出し，西根がシュートを放つ。14分
には高橋竣のＦＫからＭＦ茂木がヘッドで
狙う。さらに15分には茂木が山内とのパス
交換からスルーパス。受けた保田が突破に
かかるが，惜しくも相手ＤＦのファウルに
止められる。16分には保田のクロスから笠
原がシュートを放つ。序盤こそ左一辺倒だ
った攻撃も，右サイドを活用できるように
なったことで，徐々にフィニッシュやラス
トパスまでもっていき，リズムをつかみだ
す。20分啓北は，酒井からの左のオープン
スペースへのロングフィードを受けた笠原
がゴールライン深くまでドリブルしセンタ
リング。ＦＷ藤原がヘッドで合わせてつい
に先制点をあげる。さらにロスタイムには
山内，保田のコンビネーションから藤原が
シュートを放つがポストに阻まれる。
後半も啓北はサイド攻撃を軸に何度も札
苗北ゴールに迫る。36分には笠原のスルーパスから藤原が抜け出し，西根があわやという
シュートを放つ。札苗北もスピードのあるＦＷ⑩，⑪を中心に啓北ゴールに迫るが，高橋
竣の読みのよいディフェンスによりシュートを打たせない。38分啓北は笠原が左サイドの
スペースに走り込んだ西根にパス。西根が折り返すと中央で藤原がつぶれ役となり，ウラ
から走り込んだ茂木がゴールに流し込んで２点目をあげる。その後も啓北は途中出場の高
橋拓らがチャンスをつかむが，追加点はあげられず。結局札苗北をシュート０に抑え込み，
２対０でカブス中体連参入戦を３勝０敗の１位で終えた。

旭川啓北中，札幌あいの里東中が平成20年度カブスリーグ(U-15)に参入。

A 啓　北 あいの 真　栄 札苗北 勝点 得点 失点 得失差

旭川啓北中 ○7-1 ○2-1 ○2-0 9 11 2 9

札幌あいの里東中 ●1-7 ○2-1 ○4-0 6 7 8 -1

札幌真栄中 ●1-2 ●1-2 ○2-0 3 4 4 0

札幌札苗北中 ●0-2 ●0-4 ●0-2 0 0 8 -8

平成２０年度第２回北海道カブスリーグＵ－１５参加チーム

コンサドーレ札幌ユースU-15 ＤＯＨＴＯジュニアユース

札幌ジュニアＦＣ アンフィニＭＡＫＩ．ＦＣ

ＳＳＳジュニアユース ユニオンジュニアユース

スプレッドイーグルＦＣ函館 旭川市立啓北中学校

コンサドーレ旭川ユースU-15 札幌市立あいの里東中学校




